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　「敬老の日」にあたり、皆さんのご長寿を祝福し、一

言お祝いのことばを申し上げます。

　本市では高齢者の方々に健康で明るい生活を

送っていただくために、さまざまな分野の方々と協力

し、日々、支援体制づくりに励んでいます。  

　今年度からは、健康であり続けるための介護予防

を総合的に支援する「地域包括支援センター」を開

設するとともに、住み慣れた地域で安心して暮らすこ

とができるよう、地域密着型サービス事業をスタートしました。皆さんの長年のご

苦労に感謝し、「豊かな老後」を市民全体の課題と捉え、今後も更に施策の充実に

努めてまいりたいと考えています。

　皆さんが今年もこの良き日を迎えられましたことを心からお祝いするとともに、

今後一層のご多幸とご健康を、お祈り致します。

　　
「
敬
老
の
日
」は
、長
年
、社
会
に
貢
献

し
て
き
た
お
年
寄
り
に
感
謝
と
敬
意
を

表
し
、長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

　

こ
の
国
民
の
休
日
で
あ
る「
敬
老
の

日
」は
、あ
る
小
さ
な
村
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
兵
庫
県
の
野
間
谷
村

（
現
在
の
多
可
町
）で
す
。

　

気
候
も
良
く
、農
閑
期
で
あ
る
9
月

15
日
を「
と
し
よ
り
の
日
」と
し
、「
お
年

寄
り
を
大
事
に
し
て
、そ
し
て
お
年
寄

り
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ
く
り
を
し
よ

う
」と
敬
老
会
を
開
い
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。昭
和
22
年
の
こ
と
で
し
た
。そ

の
後
、こ
の
運
動
は
全
国
的
に
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の「
と
し
よ
り
の
日
」と

い
う
呼
び
方
に
各
界
か
ら
異
議
が
起
こ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
、昭
和
39
年
に「
敬

老
の
日
」と
改
め
、2
年
後
の
昭
和
41
年

に
、国
民
の
祝
日
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、平
成
13
年
6
月
、老
人
福
祉

法
が
改
正
さ
れ
、9
月
15
日
が「
老
人
の

日
」、同
月
21
日
ま
で
が「
老
人
週
間
」と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、平

成
15
年
か
ら
9
月
第
3
月
曜
日
が「
敬

老
の
日
」と
な
り
ま
し
た
。

敬
老
の
日
の
由
来

平成18年9月15日　春日市長　井上澄和

敬
老
の
日

敬
老
の
日

祝

9
月
18
日
は「
敬
老
の
日
」。

今
年
も
市
内
12
人
の
皆
さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た（
９
月
31
日
現
在
）
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、今
あ
る
社
会
を
築
い
て
き
た
の
は
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

遠
く
ふ
る
さ
と
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

近
所
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

こ
ん
な
日
だ
か
ら
こ
そ
、感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を
表
し
ま
せ
ん
か
。
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今
年
の「
敬
老
祝
金
」は
、80
歳
以
上

の
人（
昭
和
2
年
3
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）が
対
象
で
す
。

　

ま
た
、77
歳
の
人（
昭
和
4
年
4
月
1

日
〜
昭
和
5
年
3
月
31
日
に
生
ま
れ
た

人
）に
は「
喜
寿
の
祝
金
」を
贈
り
ま
す
。

○○
敬
老
祝
金

　

▽
80
〜
89
歳
の
人　

５
，０
０
０
円

　

▽
90
〜
99
歳
の
人　

７
，０
０
０
円

　

▽
１
０
０
歳
以
上
の
人　

３
万
円

○○
喜
寿
の
祝
金

　

▽
77
歳
の
人　

５
，０
０
０
円

問い合わせ先

高齢課

☎（584）1111
5（584）3039

「
敬
老
祝
金
」を
贈
り
ま
す

　明治37年生まれの長濱さんは、現在103歳。市内最高
齢者の一人です。足腰を少し気遣う程度で、病気もなく
元気に過ごされています。
　そんな長濱さんに、健康の秘訣を尋ねると、「特に気を
配っているわけではありませんが、昔からお茶（玉露）が
好きで、ずっと飲み続けています。食べ物も好き嫌いを
せず、毎日、必ず3食とっています」との答え。どうやら、
日ごろからの食生活が、長濱さんの長寿の後押しをして
いるようです。
　若いころから果樹園で梨作りに励んでいたという長
濱さん。その梨は大変評判が良く、店頭にはほとんど並
ばずに、料亭などの食材として使われていたそうです。
　しかし、当時は今のように車がない時代。梨を市場へ
運ぶ際は、なんと現在の福岡市博多区千代にあたる場所
までリヤカーを引いて運んでいたといいます。そのた
め、昔はかなりの筋肉質で、全身鍛え抜かれた体をして
いたそうです。
　自分の体力に自信があった長濱さんにとって、忘れら
れない出来事があります。それは、戦前に行われた銃剣
術の試合でのこと。個人戦では見事に全勝した長濱さ
ん。しかし、団体戦（5人）では、4人抜きしたものの、最後
の5人目で惜しくも敗れたことが、今でも悔やまれると
言います。ところが、よくよく話を聞いてみると、その試
合は長濱さんの結婚式の翌日に行われたもの。夜通し続
いた宴を終えた直後だったにもかかわらず、この成績と
は驚きます。
　また、数年前までは、趣味として俳画を描いていたそ
うです。額縁に飾られた俳画からは、体力だけでなく、手
先の器用さもうかがうことができました。
　息子の和之さんは、「若いときは厳しくて怖い父でし
た」と話します。その言葉を裏付けるように、長濱さん

は、多発する青少年による犯罪について「子どもたちだ
けが悪いのではなく、大人の教育がなっていないから、
こんな事件が起きてしまうんです」と現在の教育を危惧
しています。厳しい時代を生き抜いてきた人だからこそ
言える、重みのある言葉です。
　今は、自宅で家族とゆっくり過ごしている長濱さん。
これからもお元気でお過ごしください。

長
ながはま

濱 須
す み お

美雄さん
（103歳・天神山）

interview
市内には、たくさんの元気なご長寿がいます。
その中から、今年103歳を迎えた市内最高齢者の一人、長濱
須美雄さんを紹介します。春日のご長寿春日のご長寿
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平
成
17
年
3
月
20
午
前
10
時
53
分
、

福
岡
県
西
方
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７.

０
の
地
震
が
発
生
し
、

春
日
市
で
は
、

震
度
5
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

地
震
は
突
然
起
こ
る
た
め
、

日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

避
難
場
所
を
事
前
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■避難所■

地
震
に
備
え
る

①泉公民館 ②大谷公民館 ③岡本公民館 ④春日共同利用施設 ⑤春日公民館

⑥春日公園公民館 ⑦春日原公民館 ⑧春日原南公民館 ⑨上白水公民館 ⑩小倉公民館

⑪小倉東公民館 ⑫桜ヶ丘公民館 ⑬下白水北公民館 ⑭下白水南公民館 ⑮白水池公民館

⑯須玖北公民館 ⑰須玖南公民館 ⑱惣利公民館 ⑲宝町公民館 ⑳ちくし台公民館

㉑千歳町公民館 ㉒塚原台集合所 ㉓天神山公民館 ㉔昇町公民館 ㉕光町公民館

㉖日の出町公民館 ㉗平田台公民館 ㉘松ヶ丘公民館 ㉙紅葉ヶ丘公民館 ㉚大和町公民館

㉛弥生公民館 32若葉台西公民館 33若葉台東公民館 34白水ヶ丘公民館 35サン･ビオ公民館



■春日北中学校

■日の出小学校

■春日小学校

■春日中学校

■
春日西中学校

春日西小学校
■

■
天神山小学校

白水小学校
■

■春日南中学校

春日南小学校
■

■
春日東小学校

　 春日東中学校
■

■春日野中学校

　 春日野小学校
■

■すくすくプラザ

須玖小学校
■

毛勝児童センター
■

春日北学校
■

大谷小学校■

■
春日原小学校

塚原台

宝町
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❶位瀬公園 ❷春日運動広場 ❸春日公園

❹市民スポーツセンター ❺下白水第 2公園 ❻白水大池公園

❼奴国の丘歴史公園 ❽西スポーツセンター ❾日の出ふれあい公園

■広域避難場所■

　＝避難所
　＝広域避難場所
園＝公園



日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を

地
震
か
ら
身
を
守
る
９
カ
条
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①
ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を
確
保

　

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、す
ぐ
に
テ
ー
ブ
ル
な

ど
の
下
に
身
を
隠
し
、落
下
物
か
ら
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

②
慌
て
ず
冷
静
に
火
の
始
末
・
消
火

　

落
ち
着
い
て
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、火
元

を
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、み
ん

な
で
協
力
し
合
っ
て
、火
が
燃
え
広
が
る
の

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。　

③
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

　

家
の
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
、玄

関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
、非
常
脱
出
口
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。　

④
外
に
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に

　

大
揺
れ
は
1
分
程
度
で
収
ま
り
ま
す
。そ

の
後
、周
囲
を
し
っ
か
り
と
確
か
め
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
狭
い
路
地
、塀
ぎ
わ
に
近
寄
ら
な
い

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
な
ど
の

倒
壊
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
崖
や
川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い

　

崖
や
川
べ
り
は
地
盤
が
ゆ
る
み
、崩
れ
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

も
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。絶
対
に

近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
避
難
は
徒
歩
で
、持
ち
物
は
最
小
に

　

活
動
し
や
す
い
服
装
で
避
難
を
し
ま
し
ょ

う
。避
難
の
際
は
、携
帯
品
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
な
ど
に
入
れ
、手
が
自
由
に
な
る
よ
う
に
、

背
負
っ
て
持
ち
運
び
ま
し
ょ
う
。

⑧
正
し
い
情
報
の
入
手
を

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
正
確
な
情
報
を

入
手
し
、冷
静
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

※　

市
の
総
合
情
報
メ
ー
ル（
７
ペ
ー
ジ
参

照
）を
利
用
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

⑨
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護
を

　

軽
い
け
が
の
処
置
な
ど
、お
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
応
急
救
護
を
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　土木管理課消防防災担当　☎（584）1111　5（584）1143

①
家
具
の
転
倒
防
止
を
し
て
い
ま
す
か

　

本
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
家
具
は
転
倒
し
な

い
よ
う
に
、L
字
型
金
具
な
ど
を
使
っ
て
し
っ

か
り
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、食
器
棚

な
ど
の
ガ
ラ
ス
に
は
、ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

寝
て
い
る
と
き
に
棚
が
倒
れ
て
き
た
り
、上

に
置
い
た
も
の
が
落
ち
て
き
た
り
し
な
い
よ

う
、家
具
の
配
置
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

②「
非
常
持
ち
出
し
袋
」を
備
え
て
い
ま
す
か

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、避
難
生
活
に
必
要
と
な

る
も
の
を
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
、一
つ
に

ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
家
の
周
囲
は
安
全
で
す
か

　

地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
が
倒
壊
し
、人

が
下
敷
き
に
な
り
、亡
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
、ぐ
ら
つ
き
や
ひ
び
割
れ
、

傾
き
な
ど
が
な
い
か
を
点
検
し
、必
要
に
応
じ

て
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
が
あ
る
場

合
は
、倒
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
固
定
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。



スタートします！

春日市総合情報メール
　平成16年3月に開始した「防犯メール」の登録者
は、約4,500人。これまで230件以上の防犯情報を提
供してきました。この防犯メールを、今後さらに拡
充します。  
　防犯情報以外にも、生活に役立つ情報を、登録者
の希望に合わせて、お届けします。
　登録は無料で、携帯電話のメール送受信が可能な
人であれば、誰でも利用できますので、ぜひ登録し
てください。
情報提供項目　

▽防犯・防災などの緊急情報 ▽まちづくり情報 ▽イ
ベント情報 ▽福祉情報 ▽環境情報 ▽健康情報 ▽生
涯学習情報 ▽子育て情報 ▽都市情報
登録方法　9月15日㈮以降に、Eメールアドレスに

空メールを送り、返信された登録フォームから
登録する

※　パソコンからのメールの拒否設定をしている場
合は、受信できるよう、設定を変更してください。

登録・問い合わせ先　地域づくり課
地域づくり担当

1（584）1111　
5（584）1153
　 ke-as-anzen@ansin
     kasuga. jp

10月の日程

出前トーク「市長と語る」
　井上市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆さんと意見交換します。
気軽に参加してください。　
日程・場所

▽ 10月3日㈫　平田台公民館　 ▽10月4日㈬　春日原南公民館

▽10月10日㈫　日の出町公民館　 ▽10月17日㈫　サン・ビオ公民館

▽10月20日㈮　須玖北公民館　 ▽10月24日㈫　桜ヶ丘公民館

▽10月25日㈬　岡本公民館
時間　午後7時～8時30分（春日原南・サン・ビオのみ午後7時30分～9時）
※　サン・ビオ地区の日程と時間を変更しています。

問い合わせ先　行政管理課　1（584）1111　5（584）1145

知っていますか?

国民年金 寡婦年金
　国民年金制度には、老齢基礎年金や障害基礎年
金、遺族基礎年金のほかに、夫と死別した人に支給
する「寡婦年金」があります。
受給要件　次のすべてに該当する人

▽夫との婚姻関係（事実上の婚姻関係を含む）が10
年以上継続した65歳未満の寡婦

▽夫に年金受給資格（25年以上納付）があり、年金
受給しないまま死亡した

▽夫の死亡当時、夫によって生計を維持していた
受給期間

▽ 60歳未満の人　60歳を迎えた翌月から

▽60歳以上の人　夫が死亡した月の翌月から
支給額　夫が受給予定であった老齢基礎年金の3/4
※　別の人と婚姻するときや、老齢基礎年金を繰り
上げて受給するときなどは、受給資格が消滅す
る場合があります。

　　詳しくは問い合わせてください。
○○国民年金保険料免除申請の申請期限延長
　平成17年4月～同18年6月（学生免除は3月ま
で）の免除申請の申請期限が延長されました。
申請期限（変更後）　10月31日㈫まで

申請・問い合わせ先　国保年金課年金担当

1（584）1111　5（584）1141
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コンビニエンスストア

こわい時は駆け込んで！
　筑紫地区内のコンビニエンスストアは、「筑紫地
区コンビニエンスストア防犯連絡会」を設立しまし
た。
　この会は、「子供や女性などが身の危険を感じた
とき、駆け込んでもらう」「各種事件事故発生の際
の110番通報の店として、地域防犯の拠点となる」
ことを目的とするものです。
　これに賛同した筑紫地区内の店舗にはステッ
カーを貼り付けています。身の危険を感じたとき
は、すぐに、ステッカーの貼ってある、近くのコン
ビニエンスストアに駆け込んでください。
問い合わせ先　地域づく

り課地域づくり担当

1（584）1111
5（584）1153

作品を募集します

春日市文化祭作品募集
　11月3日㈮・4日㈯の文化祭に出品しませんか。
対象　市内に居住または通勤・通学している人
募集作品　 ▽書道 ▽絵画 ▽墨絵 ▽写真 ▽木彫 ▽手

芸 ▽陶芸 ▽俳句 ▽短歌 ▽盆栽 ▽生け花
応募方法　10月29日㈰午前10時～午後4時に、作

品に「出品申込書」を添えて提出する（盆栽・生
け花は10月20日㈮までに申込書を提出）

※　出品申込書は、9月29日㈮以降に、市民課やい
きいきプラザ、ふれあい文化センター、奴国の丘
歴史資料館、各地区公民館に置いています。規格
など詳しくは申込書裏面またはホームページを
見てください。
応募・問い合わせ先　社会教育課公民館担当（大谷

6ｰ24ふれあい文化センター内）

1（575）4121　5（593）7380
　 　　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

スポーツの秋を楽しもう！

スポーツフェスタ参加者募集
日程　10月8日㈰（雨天中止）
時間　午前10時～（開会式は午前9時～）
○○ベテランテニス大会
対象　市内に居住・通勤・通学する人、または、春日市

テニス連盟の会員
場所　市民スポーツセンターテニスコート（大谷6-28）
種目　 ▽50歳以上男子ダブルス ▽60歳以上男子ダブ

ルス ▽70歳以上男子ダブルス ▽ 女子ダブルス
（年齢制限なし）

申込方法　9月29日㈮（必着）までに、往復ハガキにペ
アの住所、氏名、年齢、電話番号、勤務先または所
属クラブを書いて送る

申込・問い合わせ先　同連盟　桑
く わ の

野辰
た つ み

美（〒816ｰ080
2春日原北町4ｰ7ｰ405）

1  090（7478）7986
○○ソフトテニス大会
対象　市内に居住・通勤・通学する人、または、春日市

ソフトテニス連盟の会員

場所　市民スポーツセンターテニスコート（大谷6-28）
試合方法　3ペア1チームの団体戦（ペアは当日抽選

で決定）
申込方法　9月30日㈯（必着）までに、ハガキかファッ

クスで住所、氏名、年齢、電話番号、勤務先または
所属クラブを書いて送る

申込・問い合わせ先　同連盟　長
な が の

野博
ひ ろ み

美（〒816ｰ083
1大谷5ｰ84ｰ1ｰ605）　

1（571）5615（5 兼用）
○○ゲートボール大会
対象　市内に居住する人で構成したチーム（大人を入

れた、小学3年生以上の5人で構成）
※　できるだけ、チームには経験者を入れてください。
場所　春日小学校グラウンド（昇町1ｰ142）
申込方法　9月25日㈪までに、電話で、代表者の住所、

氏名、電話番号を伝える
申込・問い合わせ先　ゲートボール連合会　渡

わたなべ

部

1（596）8658（5 兼用）

このステッカーが目印です ▼
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奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

水
城
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
ク

　

天
神
山
・
大
土
居
小
水
城
か
ら
、太
宰

府
市
や
大
野
城
市
の
大
水
城
西
門
跡
ま

で
歩
い
て
見
学
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
を
訪
ね
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈰（
小
雨
決
行
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
30
分

集
合
場
所　

ウ
ト
グ
チ
瓦
窯
展
示
館

（
白
水
ケ
丘
１

ｰ

４
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
19
日
㈫
〜
10
月
13
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
課（
岡

本
３ｰ

57
同
資
料
館
内
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
１
３
７

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

歴
史
散
歩

　

市
内
西
部
の
遺
跡
や
史
跡
、石
塔
な

ど
の
文
化
財
を
歩
い
て
見
学
し
ま
す
。

　

主
に
、古
代
か
ら
中
世
の
白
水
荘
に

関
す
る
故
地
を
訪
ね
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈯（
小
雨
決
行
）

午
前
9
時
〜
正
午

集
合
場
所　

ウ
ト
グ
チ
瓦
窯
展
示
館

（
白
水
ケ
丘
１

ｰ

４
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
21
日
㈭
〜
10
月
13
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
課（
岡

本
３ｰ

57
同
資
料
館
内
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
１
３
７

部
員
募
集　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
「
か
す
が
」

　

市
内
に
居
住
・
勤
務
す
る
人
が
対
象

で
す
。

　

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

練
習
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　
　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

練
習
場
所　

春
日
西
中
学
校
体
育
館

（
一
の
谷
５ｰ

49
）

問
い
合
わ
せ
先　

山や
ま
し
た下

1（
５
７
２
）８
４
９
１（
5
兼
用
）

第
23
回
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
中
学
生
以
上
の
人
、ま
た

は
、春
日
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
会
員

日
時　

10
月
15
日
㈰

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
5
時

（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場（
大
谷
６ｰ

28
）

種
目

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

※　

い
ず
れ
も
A
・
B
・
C
・
D
級
で
す
。

な
お
、参
加
人
数
に
よ
っ
て
、種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

一
種
目
１
，０
０
０
円（
高
校

生
以
下
は
８
０
０
円
）

申
込
方
法　

10
月
1
日
㈰（
必
着
）ま

で
に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
住
所
、氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）、年
齢（
学
年
）、性
別
、電
話

番
号
、出
場
種
目（
ラ
ン
ク
）を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

波は

た

の

多
野
静し

ず
こ子

（
〒
816ｰ

０
８
２
４
小
倉
２ｰ

49

ｰ

３
）

1（
５
７
５
）５
６
０
６（
5
兼
用
）

３
世
代
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

世
代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時　

11
月
12
日
㈰（
雨
天
の
場
合
は

26
日
㈰
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

（
受
付　

午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所　

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド（
大
谷
６ｰ

24
）

▽
大
谷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
大
谷
４

ｰ

１
）

種
目
・
チ
ー
ム
構
成

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

小
・
中
学
生（
2
人
以
上
）、15
〜
50
歳

（
1
人
以
上
）、51
歳
以
上（
1
人
以

上
）の
6
人
と
、控
え
選
手（
2
人
以

内
）

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

小
・
中
学
生（
2
人
以
上
）、15
歳
〜

60
歳（
1
人
以
上
）、61
歳
以
上（
1
人

以
上
）の
5
人
と
、交
替
者（
1
人
以

内
）

申
込
方
法　

10
月
20
日
㈮
ま
で
に
、各

公
民
館
に
電
話
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護
予
防
担

当

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集

福
岡
県
民
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン

　

小
学
生
以
上
が
対
象
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君き

み

原は
ら

健け
ん
じ二

さ
ん
と
一
緒
に
走
り
ま
せ
ん

か
。

日
時　

11
月
19
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
40
分

（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

場
所　

海
の
中
道
海
浜
公
園
内（
福
岡

市
東
区
西さ

い
と
ざ
き

戸
崎
18ｰ

25
）

参
加
料（
入
園
料
・
保
険
料
込
み
）

▽
一
般　

３
，０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下　

１
，０
０
０
円

定
員　

２
，０
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈮
ま
で

※　

部
門
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
民
さ
わ
や
か

マ
ラ
ソ
ン
選
手
受
付
事
務
局

1（
７
３
９
）１
４
４
７

5（
７
３
９
）１
４
４
６

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば
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参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
12
月
・
平
成
19
年
1
月

の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時　

10
月
7
日
㈯

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
19
日
㈫
〜
10
月
2
日

㈪
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話

番
号
、出
産
予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会

栄
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

講
義
や
実
習
を
通
し
て
、栄
養
や
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
、一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

講
座
終
了
後
は
、同
会
の
推
進
員
と

し
て
、家
庭
や
地
域
の
中
で
、食
生
活
改

善
の
普
及
活
動
が
で
き
ま
す
。

日
程（
計
６
日
）・
内
容

▽
10
月
25
日
㈬　

開
講
式
・
栄
養
の
基
礎
知
識

▽
11
月
29
日
㈬　

健
康
と
運
動
に
つ
い
て（
運
動
実

技
）

▽
12
月
13
日
㈬

　

生
活
習
慣
病
と
は（
調
理
実
習
）

▽
平
成
19
年
1
月
31
日
㈬

手
作
り
み
そ
づ
く
り（
調
理
実
習
）

▽
2
月
28
日
㈬

生
活
習
慣
病
予
防
の
運
動
と
は（
運

動
実
技
）

▽
3
月
28
日
㈬

食
生
活
改
善
推
進
会
と
の
親
睦
会

※　

講
座
期
間
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
行
い
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
調
理
実
習

の
と
き
は
午
後
1
時
ま
で
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ
１
２
０
）

受
講
料　

無
料

※　

別
途
、材
料
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

1（
５
１
３
）５
５
８
３

5（
５
１
３
）５
５
９
８

9
月
24
日
〜
30
日
は

結
核
予
防
週
間

　

結
核
は
、日
本
最
大
の
感
染
症
で
す
。

今
で
も
、全
国
で
1
日
に
82
人
が
結
核

に
か
か
り
、7
人
が
結
核
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、早
期
に
発
見
す
れ
ば
、現
在

で
は
、ほ
と
ん
ど
が
化
学
療
法
で
改
善

し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
続
く
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

結
核
の
症
状　

▽
咳
・
痰
が
2
週
間
以

上
続
く
▽
微
熱
▽
体
の
だ
る
さ

▽
胸
の
痛
み
▽
体
重
の
減
少

※　

初
期
症
状
は
、風
邪
に
似
て
い
ま

す
。

○○
予
防
と
早
期
発
見

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、6
カ

月
に
達
す
る
ま
で
に
B
C
G
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、65
歳
を
過
ぎ
た
ら
、年
に
1

回
は
健
診
な
ど
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

結
核
は
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た
時
に

発
病
し
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
十
分
な

睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、適

度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
対
策
課
感
染
症
係

1（
５
１
３
）５
５
８
４

5（
５
１
３
）５
５
９
８

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の

運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
の「
い
き
い
き
会

員
」に
な
る
た
め
の
教
室
で
す
。

　

こ
の
会
員
に
な
る
と
、健
康
運
動
指

導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、定
期
的

に
運
動
が
で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

日
程（
1
回
目
・
計
4
回
）

○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
火
曜
コ
ー
ス　

10
月
10
日
㈫　

　

▽
金
曜
コ
ー
ス　

10
月
13
日
㈮

　

▽
土
曜
コ
ー
ス　

10
月
14
日
㈯

○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
水
曜
コ
ー
ス　

10
月
11
日
㈬

※　

2
回
目
以
降
の
日
程
は
、申
し
込

み
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
ル
ー
ム（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
テ
ッ
プ
台

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
運
動
機
器
を

使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
程
度（
申
込
先

着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム　

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

膠
原
病
講
演
会
・
交
流
会

　

膠
原
病
の
患
者
や
家
族
な
ど
を
対
象

に
、最
新
治
療
に
つ
い
て
の
講
演
会
と
、

体
験
発
表
、交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
4
日
㈬

午
後
2
時
〜
4
時

講
師　

末す
え
ま
つ松

栄え
い
い
ち一

さ
ん（
九
州
医
療
セ

ン
タ
ー
膠
原
病
内
科
医
長
）

場
所　

福
岡
県
筑
紫
総
合
庁
舎
2
階
大

会
議
室（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３

ｰ

５ｰ

25
）

申
込
方
法　

9
月
22
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
健

康
対
策
課
健
康
増
進
係
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赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
お
手
入
れ

歯
み
が
き
教
室

　

1
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
、そ
の
保

護
者
が
対
象
の
教
室
で
す
。歯
科
衛
生

士
が
、歯
の
正
し
い
お
手
入
れ
の
方
法

を
教
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

９
月
25
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ

１
２
０
）

※　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
と
子
ど

も
用
歯
ブ
ラ
シ（
持
っ
て
い
る
人
の

み
）を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
講
習
会

　
「
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」

が「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人
」を
支
援
す
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ

ポ
か
す
が
）」。

　

こ
の「
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
」

に
な
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
定
員

20
人
）も
行
い
ま
す
。

日
程　

10
月
20
日
㈮
・
23
日
㈪
・
24
日

㈫
・
27
日
㈮
・
30
日
㈪
・
31
日
㈫

（
計
6
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午（
30
日
は
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30

分
）

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２

ｰ

１
２
０
）

申
込
方
法　

10
月
6
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

※　

市
役
所
や
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、す
く
す
く

プ
ラ
ザ
に
、チ
ラ
シ
を
お
い
て
い
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
サ
ポ

か
す
が
事
務
局

1（
５
８
４
）７
７
０
０

5（
５
８
４
）７
７
３
９

　

fam
isapo@

city.kasuga.fukuoka

　

.jp

　市内の私立幼稚園の平成18年度入園児を募集します。
対象　満3～5歳児
願書配布　9月29日㈮～
願書受付　11月1日㈬～
※　願書、入園要項などの配布・受付は、それぞれの園で
行います。なお、受付は定員になり次第、締め切りま
す。

　保育内容や延長保育など、詳しくは各園の説明会に
出席するか、直接問い合わせてください。
○○私立幼稚園就園奨励賞
　　市は、幼稚園教育の振興を目的に、私立幼稚園に通
う園児の保育料を、保護者の所得状況や通園児童数に
応じて補助しています。詳しくは、各幼稚園または市
こども未来課に問い合わせてください。

■市内私立幼稚園一覧　※説明会開催日順
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1（
５
９
２
）３
９
４
２（
5
兼
用
）

筑
紫
地
区
精
神
障
害
者
家
族
会

家
族
の
つ
ど
い

　

筑
紫
地
区
精
神
障
害
者
家
族
会

「
五ご

ち
く
か
い

筑
会
」は
精
神
障
害
者
の
家
族
を
対

象
に
、情
報
交
換
や
懇
談
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

9
月
26
日
㈫

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
2
階（
大
野
城

市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３

ｰ

５ｰ

25
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会

助
成
し
て
い
ま
す

じ
ん
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金

　

仕
事
な
ど
の
た
め
に
、夜
間（
開
始
時

間
が
原
則
と
し
て
午
後
5
時
以
降
）に

人
工
透
析
に
よ
る
治
療
を
受
け
て
い
る

人
に
、通
院
に
よ
る
交
通
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る

○
4
〜
9
月
に
、月
5
回
以
上
、夜
間
の

人
口
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る　

○
通
院
距
離（
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま

で
）
、ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る

▽
自
家
用
車
使
用
の
場
合　

　

片
道
10
㎞
以
上

▽
公
共
交
通
機
関
・
タ
ク
シ
ー
使
用

の
場
合　

　

月
額
２
，０
０
０
円
以
上
の
負
担

※　

タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
は
領
収
書

が
必
要
で
す
。

助
成
額　

月
額
２
，０
０
０
円

申
請
期
間　

9
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

※　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
害
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

筑
紫
保
険
環
境
事
務
所

さ
く
ら
ん
ぼ
教
室

　

1
歳
未
満
の
双
子
の
子
ど
も
が
い
る

家
族
が
対
象
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
程（
計
3
日
）・
内
容

▽
10
月
17
日
㈫　

「
簡
単
！
離
乳
食
」（
試
食
あ
り
）

▽
10
月
31
日
㈫

「
双
子
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
を

考
え
よ
う
」

▽
11
月
17
日
㈮

「
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
」（
実
技
）

※　

1
・
2
回
目
の
教
室
の
間
は
、保
育

士
が
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

時
間　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎（
大
野
城
市

白し
ら
き
ば
る

木
原
３

ｰ

５ｰ

25
）

申
込
方
法　

10
月
6
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
保

健
福
祉
課
高
齢
者
・
児
童
家
庭

係

1（
５
１
３
）５
６
２
６

5（
５
１
３
）５
５
９
８

提
出
を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

児
童
手
当
の
現
況
届

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、毎
年
6
月
に「
現
況
届
」を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
出
は
、児
童
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。提
出
が
な

い
場
合
は
、６
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
提
出
を
し
て
い
な
い
人
は
早
急

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

※　

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
、児
童

手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校

6
年
生（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度

末
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
、同
時
に
所
得

制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
は
、窓
口（
公
務
員
の
人
は
勤

務
先
）で
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。　
　

　

な
お
、申
請
日（
郵
送
の
場
合
は
到

着
日
）が
9
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、平

成
18
年
4
月
1
日（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
未
来

課
母
子
児
童
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
１
５

　ちょっとした意識を持って買い物をして、あ
なたもエコライフの達人になりませんか？

 　資源とお金を節約しましょう。
心がけよう

▽いらないものは買わない。

▽買い物にはマイバッグを持参。レジ袋をもらわない。

▽使わない割りばしや調味料などは、もらわない。

▽旬の野菜を選ぶ。（ハウス栽培に比べて、生産にかかるエネルギー
使用は約1/5。味もよく、栄養価も
高く、値段も安い）

▽エコマークやグリーンマークな
ど、省エネラベリングされた商品
を選ぶ。

問い合わせ先　環境課環境計画担当
　　☎（584）1111
　　5（584）1147

できることから始める 省エネライフできることから始める 省エネライフ
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る
も
の
は
、「
雑
が
み
」と
し
て
古
紙

回
収
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

中
央
公
民
館

く
ら
し
の
教
養
講
座

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
公
開
講
座
で
す
。

今
回
は「
春
日
市
の
税
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
３
０
０
円
・

先
着
10
人
）や
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
も

行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
６ｰ

24
）

講
師　

市
税
務
課
職
員

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料

博
多
の
び
の
び

　

下
水
汚
泥
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た「
博

多
の
び
の
び
」は
、有
機
物
や
石
灰
を
た

く
さ
ん
含
ん
だ
良
質
の
肥
料
で
す
。

　

種
ま
き
や
苗
の
植
付
け
前
に
、元
肥

と
し
て
、1
袋
で
約
30
㎡
に
、ほ
か
の
配

合
飼
料
と
混
ぜ
て
使
い
ま
す
。

価
格　

５
０
０
円（
10
㎏
入
り
2
袋
、配

送
料
・
消
費
税
込
み
）

※　

申
込
後
、2
週
間
程
度
で
お
届
け

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
市
下
水

道
資
源
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０（
８
０
３
）８
０
４

1（
８
０
７
）０
５
５
７

5（
８
０
７
）５
０
４
４

紙
パ
ッ
ク
の
マ
ー
ク
の
み
で
す

飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
の
古
紙
回
収

　

飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
の
う
ち
、牛
乳

パ
ッ
ク
と
し
て
古
紙
回
収
に
出
せ
る
の

は
、「
紙
パ
ッ
ク
」の
マ
ー
ク
が
付
い
た

も
の
だ
け
で
す
。

　
「
紙
」の
マ
ー
ク
が
付
い
た
パ
ッ
ク

（
内
側
に
銀
紙
が
張
っ
て
あ
る
も
の
）

や
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
注
ぎ
口
は
、燃
え

る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

菓
子
箱
な
ど
、飲
料
用
紙
パ
ッ
ク

以
外
で「
紙
」の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

届
出
は
す
み
や
か
に

　
「
会
社
を
退
職
し
た
」「
社
会
保

険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
」と
い
う

人
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、「
市
外
に
引
っ
越
し
た
」

「
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
」「
社
会
保
険
の
扶
養
に

入
っ
た
」と
い
う
人
は
、喪
失
の
届

出
が
必
要
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
14
日
以
内
に
届
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

※　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
て
も
、

保
険
税
は
、退
職
時
な
ど
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
加
入

▽
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
証
明
書

▽
印
鑑

▽
同
じ
世
帯
の
中
に
春
日
市
国

保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
保
険
証

○
喪
失

▽
国
保
保
険
証

▽
新
し
い
保
険
証

▽
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
1

※　

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、９
月
27

日
㈬
ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
氏
名
、年
齢
を
伝
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
公
民
館
担
当

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

簡
単
お
や
つ
作
り
教
室

　

い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
で
、春
日
市
食

生
活
改
善
推
進
会
の
指
導
の
も
と
、高

齢
者
と
子
ど
も
の
世
代
間
交
流
や
食
文

化
の
継
承
な
ど
を
目
的
に
、お
や
つ
作

り
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
、楽
し
く
お
や
つ
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

日
時　

10
月
22
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

ｰ
１
２
０
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
20
日
㈬
〜
10
月
5
日

㈭
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
年

を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

歴
史
講
演
会

　
「
瓦
と
古
代
寺
院
〜
ま
ぼ
ろ
し
の
白

水
廃
寺
を
探
す
」展
に
ち
な
ん
で
、古
代

の
瓦
や
寺
院
に
つ
い
て
、最
新
情
報
も

含
め
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
14
日
㈯

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

同
資
料
館（
岡
本
３ｰ

57
）

講
師

▽
高た

か
は
し橋　

章
あ
き
ら

さ
ん（
福
岡
県
英
彦
山
青

年
の
家
所
長
）

▽
亀か

め
だ田

修し
ゅ
う
い
ち

一
さ
ん（
岡
山
理
科
大
教
授
・

文
学
博
士
）

定
員　

80
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
14
日
㈭
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は
直

接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
課（
同

資
料
館
内
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７
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就
業
促
進
の
た
め

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

再
就
職
を
希
望
す
る
保
健
師
、助
産

師
、看
護
師
、准
看
護
師
の
有
資
格
者

に
、新
し
い
医
療
と
看
護
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
程　

10
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮（
計
5

日
）

場
所　

看
護
等
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂

１ｰ

14ｰ

５
）

※　

講
習
期
間
中
、病
院
で
の
実
習
も

あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

9
月
19
日
㈫
〜
10
月
4
日

㈬

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー

1（
７
１
４
）５
２
０
３

5（
７
２
５
）０
９
８
８

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

救
命
講
習
会

　

春
日
市
・
大
野
城
市
・
那
珂
川
町
に
居

住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学
生
以
上
の

人
が
対
象
で
す
。人
工
呼
吸
法
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、A
E
D
な
ど
の
応
急
処

置
を
学
べ
ま
す
。

日
時

▽
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

10
月
15
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

▽
上
級
救
命
講
習

10
月
29
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※　

上
級
救
命
講
習
は
、講
習
後
、筆

記
・
実
技
試
験
も
行
い
ま
す
。

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２

ｰ
２

ｰ

１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
本
部

救
急
係

1（
５
８
４
）１
１
９
９

5（
５
８
４
）１
２
０
０

コ
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

育
成
講
座

　

電
話
応
対
や
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど

の
講
座
で
す
。基
礎
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
か
ら
実
践
ま
で
の
能
力
が
身
に
付

け
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
34
歳
ま
で
の
求
職
中

ま
た
は
学
卒
未
就
職
の
人
で
、

受
講
後
、関
連
職
種
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
人

※　

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
も
必
要
で
す
。

日
程（
計
5
日
）・
場
所
・
申
込
期
限

▽
10
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮

天
神
ビ
ル
11
階（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん

神じ
ん

２ｰ

12ｰ

１
）・
10
月
5
日
㈭
ま
で

▽
10
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

岡
部
ビ
ル
9
階（
福
岡
市
博
多
区
博は

か

多た
え
き
ま
え

駅
前
２ｰ

20ｰ

15
）・
10
月
12
日
㈭

ま
で

▽
11
月
6
日
㈪
〜
10
日
㈮

ア
ク
ロ
ス
福
岡
5
階（
福
岡
市
中
央

区
天
神
1
ー
1
ー
1
）・
10
月
26
日
㈭

ま
で

定
員　

各
15
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
送
で
申

込
書
を
提
出
す
る

※　

申
込
書
は
市
福
祉
計
画
課
に
あ
り

　

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

麻
生
教
育

サ
ー
ビ
ス
㈱（
〒
812ｰ

０
０
１
１

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
３ｰ

25ｰ
24
八や

お

じ

百
治
ビ
ル
4
階
）

1（
４
８
２
）７
０
０
６

5（
４
８
２
）０
４
５
３

　

http://w
w
w
.aso-education.co.j

　

p/call/

ラフテー（豚の角煮）
材料（4人分）
豚ばら肉･･･････････････170g
長ねぎ（青い部分）････････5㎝
しょうが（叩いて潰す）･･1かけ
かつおだし････････････100cc
泡盛（酒）･･･････････････50cc
砂糖････････････････大さじ1
しょうゆ･･ ･ ･ ･ ･ ･ ･大さじ1
作り方
①　鍋にたっぷりの水と豚ばら
肉、長ねぎ、しょうがを入れ、

火にかける。
②　弱火で40～60分ゆでる。
（竹串がすっと刺さるまで）
③　豚ばら肉を取り出し、2～3
　㎝の厚さに切る。
④　鍋に、かつおだしと泡盛、砂
糖、しょうゆを入れ、火にかけ
る。

⑤　煮立ったら、豚ばら肉を入
れて、汁気がなくなるまで弱
火でことこと煮る。（60～90
分程度）

ご飯、ラフテー、ブロッコリー、タマナーチャンプ
ルー、もずく汁、冷凍パイン、牛乳

　春日市は、全中学校で「選択制給食」を実施しており、成長期の生
徒たちの健康を考え、栄養士がバランスのよい献立を作成してい
ます。
　献立には、さまざまな郷土料理も取り入れるなど、子どもたちの
食育に取り組んでいます。9月28日の給食
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申
込
方
法　

9
月
29
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
商
工

　

会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
８
１
）０
７
０
２

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
学
習
講
座

　

納
得
が
い
か
な
い
商
品
の
購
入
や
身

に
覚
え
の
な
い
請
求
、必
要
の
な
い
工

事
の
執
拗
な
契
約
要
求
な
ど
、私
達
の

暮
ら
し
の
中
で
不
意
に
起
き
る「
消
費

者
被
害
」。

　

事
前
に
悪
徳
業
者
の
手
口
を
知
り
、

被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
1
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」

（
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

講
師　

田た
な
か中

壽ひ
さ
よ
し義

さ
ん（
消
費
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
25
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
、

ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816ｰ

０
８
６

４
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

　

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
、情

報
収
集
・
発
信
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用

に
つ
い
て
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。

日
程　

10
月
23
日
㈪
・
25
日
㈬
・
27

日
㈮（
計
3
日
）

時
間　

午
後
1
時
〜
5
時

場
所　

同
商
工
会
館（
伯
玄
町
2
ー
24
）

受
講
料　

1
万
円（
資
料
代
を
含
む
）

定
員　

各
10
人（
申
込
先
着
順
）

※　

各
講
座
と
も
、申
し
込
み
が
少
な

い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

9
月
15
日
㈮
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
７
５
）０
７
０
２

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

2
級
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

　

建
築
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連

携
し
て
、高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
で

き
る
住
宅
改
修
な
ど
に
あ
た
る「
福
祉

環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
2
級
）」の

資
格
取
得
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
程　

10
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰
・
21
日

㈯
・
22
日
㈰
、11
月
4
日
㈯
・
5

日
㈰（
計
6
日
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

大
野
城
市
商
工
会
館（
大
野
城

市
瓦か

わ
ら
だ田

２

ｰ

６ｰ

12
）

受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▽
会
員　

2
万
６
，２
０
０
円

▽
一
般　

2
万
９
，２
０
０
円

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

C
A
D
入
門
講
座

　

製
図
ソ
フ
ト「
C
A
D
」の
初
級
程
度

の
知
識
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

日
程　

10
月
18
日
㈬
・
20
日
㈮
・
23
日

㈪
・
25
日
㈬
・
27
日
㈮（
計
5
日
）

時
間　

午
後
6
時
30
分
〜
9
時
30
分

場
所　

筑
紫
野
市
商
工
会
館（
筑
紫
野

市
湯ゆ

ま
ち町

３ー
２ｰ

５
）

受
講
料　

1
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
19
日
㈫
〜
10
月
2
日

㈪
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
、返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
会（
大

野
城
市
商
工
会
館
内
）

1（
５
８
１
）３
５
５
７

5（
５
８
１
）３
５
５
８

春
日
市
商
工
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

い
ず
れ
も
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
が
対
象
で
す
。

○○
ネ
ッ
ト
通
販
講
座

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
、自

社
製
品
の
告
知
・
販
売
に
つ
い
て
教

え
ま
す
。

日
程　

10
月
16
日
㈪
・
18
日
㈬
・
20
日

㈮（
計
3
日
）

○○
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
講
座

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　

定
員　

15
人

○○
初
め
て
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　

日
時　

10
月
17
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　

定
員　

15
人

○○
手
話
ダ
ン
ス（
親
子
で
の
参
加
可
）

　

日
時　

10
月
20
日
㈮　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　

定
員　

10
人

○○
大
人
の
ぬ
り
絵

　

日
時　

10
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

　

定
員　

20
人

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
「
ぶ
ど
う
の
庭
」

（
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

参
加
費　

各
５
０
０
円

※　

教
室
に
よ
っ
て
、別
途
、材
料
費
が

　

必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

各
講
座
4
日
前
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー

ル
、ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、希
望
講
座
名
を
伝
え

る（
複
数
申
込
可
）

※　

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
、申
込

　

者
が
3
人
に
満
た
な
い
場
合
は
講
座

　

を
中
止
し
ま
す
。

　
　

な
お
、材
料
費
や
当
日
持
っ
て
く

　

る
も
の
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816ｰ

０
８

６
４
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

　

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ワ
ン
コ
イ
ン
知
恵
袋
教
室

　
「
新
し
い
こ
と
を
学
び
た
い
」「
地
域

に
友
達
が
欲
し
い
」と
い
う
人
に
学
び

と
仲
間
づ
く
り
の
場
を
、「
自
分
の
特
技

や
知
恵
を
教
え
て
み
た
い
」と
い
う
人

に
教
え
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

○○
着
物
の
着
付
け

　

日
時　

10
月
3
日
㈫

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

　

定
員　

10
人

○○
菓
子
作
り（
豆
乳
パ
ン
ケ
ー
キ
）

　

日
時　

10
月
５
日
㈭

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時

　

定
員　

15
人

○○
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー（
ブ
ロ
ー
チ
・

ネ
ッ
ク
レ
ス
）

　

日
時　

10
月
12
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午　

　

定
員　

15
人

○○
簡
単
！
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講

座（
た
い
肥
の
作
り
方
な
ど
）

　

日
時　

10
月
12
日
㈭
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福
岡
地
方
裁
判
所

裁
判
所
通
訳
人
候
補
者
募
集

　

外
国
人
が
関
与
す
る
刑
事
事
件
の
裁

判
手
続
き
時
に
必
要
な「
通
訳
人
候
補

者
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
言
語　

▽
ア
ラ
ビ
ア
語
▽
イ
タ
リ
ア
語
▽
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
▽
ベ
ト
ナ
ム
語
▽
ウ
ル

ド
ゥ
語
▽
英
語
▽
シ
ン
ハ
リ
語
▽
中
国

（
広
東
・
上
海
）語
▽
台
湾
語
▽
ド
イ
ツ

語
▽
ト
ル
コ
語
▽
パ
ン
ジ
ャ
ビ
語
▽

フ
ィ
リ
ピ
ノ（
タ
ガ
ロ
グ
）語
▽
フ
ラ
ン

ス
語
▽
ヘ
ブ
ラ
イ
語
▽
ペ
ル
シ
ャ
語
▽

ベ
ン
ガ
ル
語
▽
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
▽
マ

レ
ー
語
▽
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
▽
モ
ン
ゴ
ル

語
▽
ロ
シ
ア
語

※　

台
湾
語
に
つ
い
て
は
、９
月
29
日

㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
　

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
裁
判
所
刑

事
訟
廷
事
務
室

1（
７
８
１
）３
１
４
１

活
動
を
発
表
し
ま
せ
ん
か

か
す
が
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ

　

来
年
1
月
13
日
に
、ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
う「
か
す
が
男
女
共
同

参
画
フ
ェ
ス
タ
」で
、活
動
発
表
や
自
主

制
作
物
の
展
示
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
体
数　

5
団
体
程
度（
申
込
多

数
の
場
合
抽
選
）

応
募
方
法　

10
月
2
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
送
、ま
た

は
直
接
窓
口
に
イ
ベ
ン
ト
名
、

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
、活
動
の
目
的
、イ
ベ
ン
ト
内

容
を
書
い
た
も
の
を
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女
性
政

策
課（
〒
816ｰ

８
５
０
１
春
日
市

役
所
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

あ
す
ば
る
フ
ェ
ス
タ

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

11
月
25
日
㈯
、26
日
㈰
に
行
う「
あ
す

ば
る
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」で
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る「
フ
ェ
ス
タ

サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法　

10
月
20
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た

は
直
接
窓
口
に
申
込
書
を
提
出

す
る

※　

申
込
書
は
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
す

ば
る
」事
業
推
進
課（
〒
816ｰ

０
８
０
４
原
町
３

ｰ

１

ｰ

７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

1（
５
８
４
）１
２
６
１

5（
５
８
４
）１
２
６
２

　
http://asubaru.or.jp/top.htm

春
日
市
女
性
の
会

個
人
会
員
募
集

　

春
日
市
女
性
の
会
は
、個
人
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
団
体
な
ど
の
10
団
体
と
、

個
人
の
会
員
で
構
成
す
る
同
会
は
、男

女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
や
女
性
の
自

立
と
地
位
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

会
員
は
、講
演
会
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
開
催
や
、国
な
ど
の
講
演
会

へ
の
参
加
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

春は
る
ぐ
ち口

1（
５
８
４
）６
３
５
５（
5
兼
用
）

春
日
原
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
「
春
日
原
ま
つ
り
」で
行
う
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人

出
店
日
時　

10
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

出
店
料　

5
0
0
円

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
19
日
㈫
午
前
9
時
以

降
に
、電
話
で
申
し
込
む

※　

出
店
ス
ペ
ー
ス
は
２
m
×
２
m
で

す
。出
店
場
所
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
原
公
民

館　

1（
５
９
１
）６
０
０
０（
5
兼
用
）

▼﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈薫
★
★

▼

村
瀬
菜
々
子

▼﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈海
・
マ
リ
ン

▼﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈希
望
↓
希キ

ボ
ウ望
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セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー

ト
福
岡
支
部

1（
７
３
８
）１
６
６
６

5（
７
３
８
）１
６
６
０

福
岡
県
司
法
書
士
会

法
の
日
一
斉
相
談
会

　

法
の
日
に
ち
な
ん
だ
、一
斉
相
談
会

で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
1
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち

ゅ
う
お
う央

５

ｰ

５ｰ

18
）

相
談
内
容　

▽
相
続
・
贈
与
▽
消
費
問

題
▽
多
重
債
務
▽
債
務
▽
訴
訟

手
続
▽
成
年
後
見
な
ど

申
込
方
法　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
に
、電
話
で
申
し
込
む

※　

相
談
は
面
談
の
み
で
、一
人
30
分

程
度
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
福
岡
南

支
部

1（
９
１
８
）５
２
６
４

5（
９
１
８
）５
２
７
４

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
」が
行
う
、高
齢
者
や
障
害
者
が

対
象
の
相
談
会
で
す
。

　

公
証
人
O
B
や
弁
護
士
、安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
正
会
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

9
月
26
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
（
太

宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条

３

ｰ

１

ｰ

１
）

相
談
内
容　

▽
成
年
後
見
制
度（
法
定

後
見
、任
意
後
見
）▽
財
産
管
理

▽
各
種
契
約
▽
相
続
・
遺
言
な

ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

筑
紫
出
張
所

1（
９
２
１
）２
１
３
０（
5
兼
用
）

筑
紫
公
証
役
場

無
料
公
証
相
談

　

遺
言
や
任
意
後
見
・
賃
貸
借
・
金
銭
貸

借
な
ど
の
契
約
、会
社
の
定
款
の
認
証

な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
同
役
場

は
、10
月
1
日
〜
7
日
の「
公
証
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、時
間
外
に
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

▽
10
月
1
日
㈰
・
7
日
㈯　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

▽
10
月
3
日
㈫
・
5
日
㈭　

午
後
5
時
〜
7
時

※　

時
間
内（
月
〜
金
曜
日
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
）は
、い
つ
で
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
役
場（
筑

紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち

ゅ
う
お
う

央
４

ｰ

５ｰ

15
）

1（
９
２
５
）９
７
５
５

5（
９
２
５
）２
０
１
０

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

「
法
の
日
」無
料
相
談

　

10
月
1
日
の「
法
の
日
」に
ち
な
ん

で
、土
地
や
家
屋
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

10
月
1
日
㈰　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち

ゅ
う
お
う央

５

ｰ

５ｰ

18
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
筑
紫
支

部

1（
５
８
２
）１
３
１
３

5（
５
８
２
）１
１
２
２

行
政
相
談

特
設
１
日
相
談
会

　

道
路
交
通
や
通
信
、年
金
、保
険
な

ど
、行
政
に
関
す
る
相
談
や
苦
情
、要
望

な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
は
不
要
で
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

9
月
28
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

松
ヶ
丘
公
民
館（
松
ヶ
丘
５ｰ

37
）

1（
５
９
５
）０
６
８
６

相
談
員

▽
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
職
員

▽
片か

た
の野

明あ
き
こ子

行
政
相
談
委
員

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課
情
報
公

開
広
報
担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
２

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

無
料
成
年
後
見
相
談
会

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
権
利
や

財
産
を
守
る「
成
年
後
見
制
度
」に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

9
月
30
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
７
号

室（
原
町
３

ｰ

１

ｰ

７
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
成
年
後
見

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃い目
にはっきりと描いて、表に住所、
氏名、電話番号を書いて送って
ください（ペンネームも可）。著
作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。
あて先　〒816-8501春日市
役所市報かすが「イラストコー
ナー」係
※　掲載された人には図書券
　（500円分）を進呈します。

▼﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈
K
I
T
T
Y
♥

▼﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈ク
ロ
ー
バ
ー

▼

山
口
紘
奈

▼﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈ぺ
き
ん
ご
り
ん･･･
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福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
務
総
合
相
談
所

　

同
支
局
と
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

は
、10
月
1
日
〜
7
日
の「
法
の
日
週

間
」に
ち
な
ん
で
、弁
護
士
や
公
証
人
な

ど
に
よ
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

日
時　

10
月
5
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

場
所　

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央

５

ｰ

５ｰ

18
）

※　

当
日
先
着
順
で
相
談
に
応
じ
ま 

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

福
岡
県
弁
護
士
会

法
の
日
週
間
無
料
法
律
相
談

　

10
月
1
日
〜
7
日
の「
法
の
日
週
間
」

に
ち
な
ん
だ
法
律
相
談
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
4
日
㈬

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

場
所　

同
会
館
3
階
ホ
ー
ル（
福
岡
市

中
央
区
城じ

ょ
う
な
い内

1
ー
1
）

定
員　

１
０
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
13
日
㈬
午
前
9
時
以

降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

天
神
弁
護
士

セ
ン
タ
ー

1
（
７
４
１
）３
２
０
８

国
立
久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校

学
校
説
明
会

  

中
学
3
年
生
と
そ
の
保
護
者
、先
生

が
対
象
の
説
明
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

10
月
7
日
㈯

午
後
2
時
〜

場
所　

天
神
ビ
ル
11
階
9
号
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

２ｰ

12ｰ

１
）

内
容　

▽
同
校
の
紹
介
▽
入
学
試
験
の

説
明
▽
個
別
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

同
校
学
生
課

1
０
９
４
２（
３
５
）９
３
１
６

5
０
９
４
２（
３
５
）９
３
１
９

健康課（いきいきプラザ内）
1（501）1134  5（501）0051

口
腔
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
か

っ
て
気
道
に
入
る
と
、歯
周
病
の
原

因
菌
や
入
れ
歯
に
つ
い
て
い
る
細
菌

に
よ
り
、誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
を
ひ
き
起
こ

す
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。「
最
近
、

食
事
の
時
に
む
せ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
」と
い
う
人
は
要
注
意
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
、唾
液
の
分
泌
が

低
下
し
て
い
る
た
め
、口
の
中
に
細

菌
が
停
滞
し
て
繁
殖
し
、歯
周
病
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。す
る
と
、

歯
茎
が
後
退
し
て
、歯
と
歯
の
隙
間

が
大
き
く
な
り
、食
べ
カ
ス
が
残
る

た
め
、う
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

口
腔
ケ
ア
を
実
践
し
よ
う

　
「
口
腔
ケ
ア
」と
は
、普
段
行
っ
て

い
る
歯
・
歯
茎
の
清
掃
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
舌
」「
頬
」「
あ
ご
」な
ど

を
含
め
た
口
の
機
能
の
維
持
・
向
上

を
さ
せ
る
た
め
の
ケ
ア
が
必
要
で

す
。

口
の
中
を
清
潔
に

　

食
後
は
、必
ず
歯
磨
き
を
行
い
、歯

と
歯
の
間
は
、歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
を

使
っ
て
手
入
れ
を
し
ま
す
。
義
歯
を

使
用
し
て
い
る
人
は
、義
歯
だ
け
で

な
く
、金
属
部
分
や
歯
の
な
い
歯
茎

の
部
分
も
丁
寧
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、定
期
的
に
歯
科
医
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

口
の
中
の
運
動
を

　

誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
に
は
、食
べ
物

を
よ
く
か
み
、舌
を
使
っ
て
適
度
な

大
き
さ
に
し
、唾
液
と
一
緒
に
飲
み

込
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
舌
の
働
き

を
訓
練
す
る
「
舌
体
操
」を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、大

き
な
声
で
笑
っ
た
り
し
て
、顔
の
表

情
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
口
の
中
の

運
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
舌
体
操
の
手
順

①
舌
を
前
に
出
し
入
れ

②
舌
を
上
下
に
動
か
す

③
舌
を
右
回
り
・
左
回
り
に
ぐ
る

り
と
回
す

④
舌
を
左
右
に
動
か
す

体
へ
の
影
響

　

う
歯（
虫
歯
）や
歯
周
病
で
歯
を
失
う

と
、肉
な
ど
の
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く

く
な
り
、同
じ
よ
う
な
献
立
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
食
べ
た
い

も
の
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
、食
欲
が
低
下
し
て
、栄
養
が
十

分
に
と
れ
な
い
状
態
が
続
き
、筋
肉
や

免
疫
力
、体
力
が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、ま
す
ま
す
身
体
機
能
が
衰

え
る
と
い
う
悪
循
環
を
招
い
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ま
た
、口
や
舌
を
動
か
す
機
会
が
少

な
く
な
る
と
、唾
液
の
分
泌
量
が
少
な

く
な
り
、食
べ
物
を
飲
み
こ
む
力
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
飲
食
物
が
間
違

　

口
の
中
を
清
潔
に
し
て
い
ま
す
か
。「
口
腔
ケ
ア
」は
、高
齢
者
が
健
康
で
自

分
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
の
介
護
予
防
の
一
つ
で
す
。



ゴーゴーナチュラルカー

　落ち葉やまつかさ、小枝など、秋の自然は宝物がいっぱ
い。散歩に出掛けて秋の宝物を探し、楽しいおもちゃを作っ
てみましょう。

　春日市子育て支援センターができて、2年半。同センター
ではさまざまな事業に取り組んでいます。

情報提供

　0～18歳までの子どもに関する情報をまとめ、皆さんに
いつでも情報提供ができるように努めています。

あそび場の提供

　乳幼児と保護者が気軽に遊べる「たんぽぽルーム」には、
毎日たくさんの人が利用しています。平成17年度は一日平
均31組の利用者がありました。

子育て相談事業

　同センターでは、0～18歳の子どもに関するさまざまな
相談に応じています。平成17年度の相談件数は2,099件
(相談実数は504件)で、そのうち虐待相談件数は111件
(22%)でした。

子育て講座

　0・1・2歳児の保護者を対象に子育て座談会を行ってい
ます。平成17年度は、各年齢3回ずつ行い、68組の参加が
ありました。

※　子どもに関することで、知りたいこと、困ったこと、知
らせたいことなどがあれば、気軽に同センターに連絡し
てください。

　6月27日に東・北地区、7月10日に南・西地区の交流会
を行いました。両日ともおねがい会員親子、まかせて会員、
どっちも会員が約30人参加しました。
　サブリーダーを中心に和やかな雰囲気の中、絵本の読み
聞かせをしたり手遊び
をしたり、会員同士、大
変話が弾んでいました。  
　子育て情報の意見交
換も活発で、まかせて会
員の心強い言葉に、子育
て中の人々は安心した
様子でした。

申込・問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
☎（584）7700　5（584）7739

開設：月～金曜日　午前8時30分～午後5時　

K A S U G A         C I T Y19
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

表紙の写真

　生ごみを減らすために市が主体となって行っている事業

「弥生の里スプリングプロジェクト」の一環として、天神山

公民館で、生ごみをたい肥化させる「ダンボールコンポス

ト」の講習会を行いました。6月からの3日間、計5回の講習

会には、120人を超える市民が受講しました。

　この事業は、家庭から出るごみの約1/3を占めている「生

ごみ」を少しでも減らすため、家庭で気軽に楽しく減量に取

り組んでもらおうという試みです。今年度は天神山地区をモ

デル地区として、この事業の有効性を検証しています。

　8月20日に行われた講習会でも、多数の参加者が、生ご

みを減らすための技を学ぼうと、講師の話に真剣に耳を傾

けていました。参加者からは、「思っていたより簡単」「さっ

そく試したい」との声が聞かれ、ごみ減量への意識がより高

まったようです。

市の人口 8/15 現在

◎総人口

◎世帯数

109,564人

男 53,545人女 56,019人

43,279世帯

　8月30日に光町児童センターで行われた「大き
なしゃぼん玉であそぼう！」の様子。秘密のしゃぼ
ん玉液で作る、なかなか割れない大きなしゃぼん
玉に子どもたちはびっくり。

弥生の里スプリングプロジェクト

家庭で気軽に生ごみ減量！

　「第36回全国中学校剣道大会（8月17～19日・徳島県鳴門

市）」で、春日西中学校剣道部が好成績を残しました。

　女子は、2年生の松
まつくま

隈美
み か

佳さん・末
すえひろ

弘夏
か な

菜さん・山
や ま べ

部美
み さ

紗さ

ん・大
おおやぶ

藪涼
りょうこ

子さん・山
やまなか

中碧
あ い こ

子さん、1年生の藤
ふじなが

永芹
せ り な

奈さんの6

人が団体戦に出場。厳しい予選を勝ち抜き、決勝トーナメント

に進出。接戦の末、第3位という成績を収めました。「とにかく

チャレンジしようと、がんばりました。来年は優勝します」と、

みんなで力強く話してくれました。

　男子は、3年生の宮
み や た

田賢
け ん ご

吾さんが個人戦に出場。快進撃を

続け、見事第2位。宮田さんは「一試合一試合大切に臨みまし

た。力が発揮できてよかったです」と語っていました。

　顧問の竹
た け い

井直
な お や

也先生と白
しろうず

水和
かずゆき

幸先生は、「女子は、臆するこ

となく、気持ちが前に出た試合をしていました。宮田くんは、巧

みな技で彼らしい試合ができていました」と話していました。

春日西中剣道部 全国大会で好成績

女子は団体3位　男子は個人2位

　平成6年に、トバセ遺跡(大谷3丁目)で

発見された、弥生時代中期(約2,000年

前)の丹
に

塗
ぬ

りの土器です。この上に甕
かめ

や

壺などをのせて、祭りに使っていたと考え

られています。

 全体を赤く塗って磨き上げた表面、そし

て直線と曲線を組み合わせた器形。この

洗練された美しさは、弥生時代の造形美

を象徴するものと言えます。  

（奴国の丘歴史資料館）

筒形器台

高さ51.4cm


